
[image: image1]
[image: image4.png]



[image: image2.png]


[image: image3.png]


私の支えになってくれる人
長野・粟津原　楓
　
　「昨日までこの場所に居た人が急にいなくなったらと考えたことはありますか。」
突然聞かれたら何て答えますか。私は「さみしい。」と答えます。ずっと一緒に遊んだり，勉強したり，毎日それが当たり前だったから，突然いなくなるなんて思ってもいないから，これが答えの理由です。そんな私に，私の母が辛い体験をしたことを話してくれました。
　その日の夜十一時過ぎ，母の兄（私にとっておじさん）は車に乗って出かけました。母は「いってらっしゃい。気をつけて。」，私は「お休みなさい。」と冗談を言いながら見送ったそうです。そして三時間もたたない間に，電話がかかってきて，おじさんは交通事故にあい，意識不明の重体だと聞かされ，病院へ行きました。母の兄はベットの上に寝たまま，声を聞くことはできませんでした。「さっきまで，話をしていたんだよ，なんでこんな姿になってしまったの。」といくら声をかけても答えてはくれませんでした。一言も発せず，痛いのかもわからず，そのまま帰らぬ人となりました。
　その後，事故をおこした，母の兄の生命を奪ったヤツは，母の実家に線香をあげにきました。その時母は，人の命を奪ったヤツが何しにきたんだよ，帰ってくれ，と正直思ったそうです。「すいませんでした。」と言われても，何と言っても許す事ができず，ただただ兄を返して欲しい，それだけだったそうです。「行ってらっしゃい。」と言ったらもう帰ってこないのではないかと，とても心配になり，それからは「行ってらっしゃい」が言えなくなったそうです。
　そんな時，母の父（私にとって祖父）は，人の命を奪ったヤツに「まだ若いから，やり直しができる。がんばれ。」と声をかけたと母から聞きました。母は，何を言ってるの，人の命を奪ってがんばれはないでしょうと，正直祖父を疑ったそうです。
　母の話を聞いてから数ヶ月後，町でくばっていたティッシュには，「社会を明るくする運動」と書いてありました。さりげなく読んでみると罪を犯した人たちの更生とありました。なんで罪を犯した人に優しくしたり，更生のお手伝いをしないといけないんだろう，だって悪いことしたんだよ，もう頭の中は，ぐしゃぐしゃ意味わかんない，状態でした。
　本当はむずかしすぎてわからない，でもどうしても知りたい，と思っていた時，町を歩いているとあちらこちらに，更生のお手伝いとか犯罪のない町とか聞いたことのある言葉がいくつもありました。その中にチラシがありました。「人は罪を犯したくて犯すものではない」，そう書いてありました。確かに何か理由があってこういう事がおこったのかと思います。元に戻れるなら戻したい。この気持ちは，被害者も加害者も変わらない。そこで手を差しのべる事が出来る人は，ほんのわずかなんだと思います。私も母と同じような事があったら，手を差しのべることはできないと思います。
　母は最後に言いました。
「辛く悲しい事は，もう二度とおきてほしくない。でも，無くならないのも事実です。私は，加害者を許す事はないでしょう。でも，同じ事は二度とくり返してほしくない。辛い経験をしたから人に優しくも出来るようになり，人の気持ちもわかるようになります。」
　辛く悲しい出来事がこの世の中から少しでも少なくなってほしいです。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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